
専決第 10号 

   専決処分書 

 議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がな

いことが明らかであると認めるので、地方自治法（昭和 22年法律第 67 号）第 179 条第１

項の規定により、令和８年度鴨川市一般会計補正予算（第４号）を別紙のとおり専決処分

する。 

  令和８年 10月 21 日 

                           鴨川市長 佐々木 久之   



 

令和８年度鴨川市一般会計補正予算（第４号） 

 

 令和８年度鴨川市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 206,790 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 19,362,297 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（地方債の補正） 

第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 

  令和８年 10月 21日 

                                                 鴨川市長 佐々木 久之  

 



　１　歳　入 （単位   千円）

15 国庫支出金 2,598,633 91,690 2,690,323

1 国庫負担金 1,445,451 3,696 1,449,147

2 国庫補助金 1,141,337 87,994 1,229,331

16 県支出金 1,171,338 975 1,172,313

1 県負担金 642,909 975 643,884

19 繰入金 848,217 93,825 942,042

2 基金繰入金 704,465 93,825 798,290

22 市債 886,284 20,300 906,584

1 市債 886,284 20,300 906,584

19,155,507 206,790 19,362,297 歳　　　　入　　　　合　　　　計

補 正 前 の 額 補　　正　　額 計款 項

第１表　歳入歳出予算補正



（単位   千円）

3 民生費 6,405,415 4,126 6,409,541

5 災害救助費 12,238 4,126 16,364

4 衛生費 1,958,146 7,503 1,965,649

2 清掃費 1,381,517 7,503 1,389,020

7 商工費 320,085 1,173 321,258

1 商工費 320,085 1,173 321,258

8 土木費 678,354 21,100 699,454

2 道路橋梁費 412,667 19,200 431,867

3 河川費 22,065 1,900 23,965

11 災害復旧費 37,704 172,888 210,592

2 公共土木施設災害復旧費 19,155 172,888 192,043

19,155,507 206,790 19,362,297

　２　歳　出

補　　正　　額 計款 項 補 正 前 の 額

 歳　　　　出　　　　合　　　　計



起債の方法

公共土木施設現年発生補助災害復旧事業 700

700

普通貸借
又は

証券発行

　５．０％以内
（ただし、利率見
直し方式で借り入
れる資金につい
て、利率の見直し
を行った後におい
ては、当該見直し
後の利率）

　
　政府資金及び地方公共団
体金融機構資金については
その融通条件により、銀行
その他の場合にはその債権
者と協定するものによる。
　ただし、市財政の都合に
より、据置期間及び償還期
限の短縮、繰上償還並びに
低利債への借換えをするこ
とができる。

計

第２表　地方債補正

追加 （単位　千円）

起　債　の　目　的 限　度　額 利　　率 償還の方法



（単位　千円）

限度額
起債の
方　法

限度額
起債の
方　法

利率
償還の
方　法

公共土木施設現年発生単独災害復旧事業 123,100 142,700

123,100 142,700計

補正前
に同じ

変更

起　債　の　目　的

補　　　　　正　　　　　前 補　　　正　　　後

利率 償還の方法

普通貸借
又は

証券発行

　５．０％
以内（ただ
し、利率見
直し方式で
借り入れる
資金につい
て、利率の
見直しを
行った後に
おいては、
当該見直し
後の利率）

　政府資金及び地方
公共団体金融機構資
金についてはその融
通条件により、銀行
その他の場合にはそ
の債権者と協定する
ものによる。
　ただし、市財政の
都合により、据置期
間及び償還期限の短
縮、繰上償還並びに
低利債への借換えを
することができる。

補正前
に同じ

補正前
に同じ


